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主な内容 

・森本工業団地完成 
・学校施設の耐震化計画を公表　ほか 

食べてみたい・食べさせたい味がある 

京丹後の食を楽しもう 
『食の王国』 



　地域で生産・加工された農林水産品が並ん
だ「朝市直売マーケット」（11月14日）　　た
わわに実った京丹後産米　　間人ガニの選別
作業に沸く間人漁港　　冷蔵庫のない時代に
保存食として作られたという「アユの粕漬（か
すづけ）」（10月31日、「宇川・美味しんぼ大会」
で）　　「ゼンマイとあげの炊いたん」と　「サ
トイモ（ズイキ）の煮たん」（10月28日、弥栄
町野間地区で開催の「緑のふるさと協力隊員」
の交流会で）　　丹後あじわいの郷の新商品「黒
丹猪鹿（こくたんいのしか）カレー」　　野間
小児童が打った「野間そば」　　大人気の「よ
もぎもち」（峰山町・天女の里協力会） 

峰山高等学校弥栄分校の「丹後寿司体験」（5ページに関連記事） 

食べてみたい・食べさせたい味がある 

だ
い
 
ご
 

み
 

　
こ
の
秋
に
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
醍
醐
味
は
、
何
と
い
っ
て

も
〝
地
域
の
味
〞
が
楽
し
め
る
こ

と
だ
。 

　
ば
ら
ず
し
一
つ
と
っ
て
も
、

具
材
や
出
来
栄
え
が
地
域
で
異

な
る
。
実
に
面
白
い
。
な
ん
と
、

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
肉
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
も
次
々
と
登
場
す
る
。 

　
海
の
幸
、
山
の
幸
…
。
京
丹
後

に
は
、
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ

食
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
。
こ

の
豊
富
な
食
材
と
丹
後
の
気
候

風
土
の
中
で
、〝
郷
土
料
理
〞
や

独
特
の
〝
家
庭
料
理
〞
が
生
ま
れ

て
き
た
。
先
人
た
ち
の
生
活
の

知
恵
が
詰
ま
っ
た
料
理
と
も
言

え
よ
う
。 

　
食
は
、
生
命
の
糧
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
地
域
の
絆

の
心
を
育
む
。
食
べ
る
楽
し
み
、

作
る
楽
し
み
、
見
る
楽
し
み
、
も

て
な
す
楽
し
み
…
い
ろ
い
ろ
な

楽
し
み
を
与
え
て
く
れ
る
。 

　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
、
コ
ン
ビ

ニ
弁
当
も
い
い
け
れ
ど
、
京
丹

後
な
ら
で
は
の
味
を
も
っ
と
楽

し
み
た
い
も
の
だ
。 

　
こ
の
秋
に
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
取
材
を
通
し
て
、
次
世
代
に

も
伝
え
た
い
京
丹
後
の
食
に
迫
る
。 
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京丹後の食を楽しもう 
「
ま
さ
に
京
丹
後
は
食
の
王
国
だ
」 

　
　
こ
の
秋
、「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各
地
域
で
行
わ
れ
た
。 

　
　
　
　
取
材
を
通
し
て
、
次
世
代
に
も
伝
え
た
い
京
丹
後
の「
食
」
に
迫
っ
て
み
た
。 

ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
食
材
を
使
っ
て
 

『食の王国』 
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◆趣味は？ 
　料理が好きです。おばあちゃんと力を合わせ
て育てた野菜や、お父さんと一緒に釣った魚を
使ってよく作ります。家族に振る舞うと喜んで
くれますよ。 
◆京丹後市のおすすめスポットは？ 
　久美浜の如意寺がいいですね。四季折々のい
ろいろな花がたくさん咲いてて、一年中楽しめ
るんです。時間ができたときに一人でふらっと
散歩に行ったりします。 
◆広報紙に期待すること 
　料理のレシピ紹介のコーナーがあればいいな
と思います。丹後ならではの郷土料理とか、「○
○さんちのハンバーグ」みたいな家庭料理とか…。 

瀬戸 あかねさん 

昭和60年7月生まれ。25歳。高校卒
業後、大阪で飲食関係の会社に就
職し、調理技術を学ぶ。帰郷後は、
丹後の自然を満喫しながら郷土料
理などについて勉強中。 

プロフィール 

（久美浜町市野々） 

と  せ  

表紙企画「今月の笑顔今月の笑顔」に登場していただけるかたを募
集しています。ご希望のかたは広報係（蕁69-0110）
までご連絡ください。自薦他薦を問いません。 

今月の笑顔 

第6回 来訪者が語る「KTRに望むこと」 

つけましたか？住宅用火災警報器 

KTRの過去と現在と未来 
これまで い ま  これから 

食べてみたい・食べさせたい味がある 

京丹後の食を楽しもう 
『食の王国』 
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・ 
【丹後寿司体験】 
峰山高等学校弥栄分校家政科の2年生
18人が、郷土の食文化に触れる取り組
みの一環として、丹後寿司（ばらずし）
作りを体験した 
　 
　見栄え良く具材を盛り付けていく生
徒　　前川さんに調理方法を学ぶ生徒
　完成したばらずし。具材は、かまぼこ、
錦糸卵、インゲンなど8品　　サバのそ
ぼろ作りを教える前川さん（右）と生徒 

【天女の里もみじ祭り】 
魚釣り大会やチェーンソー
アートのデモンストレーショ
ンなどが繰り広げられた。「乙
女神社」の紅葉も来場者の目
を楽しませた。今年10周年 
 
　「よもぎもち」などを買い
求める客でごった返す販売
コーナー　　地元で採れた
山菜をふんだんに使った「山
菜おこわ」　　地元産小豆
を使った「里もち」 

【宇川・美味しんぼ大会】 
主婦らが、地元食材をふんだんに使った料理に腕を振るっ
た。海の幸、山の幸料理の数々に、大会の講評・助言者
は「本当に幸せな時間だった」と評した 
 
　　 出品料理を見て回る来場者ら　　「アユの粕漬（かすづ
け）」を振る舞う主婦ら　　講評・助言者による試食　　「サ
ザエの味ご飯（岩のり、青のり巻き）」　　子どもたちが作っ
た「ばらずし」　　「はばご飯、五目豆の煮物、キスの揚げ団子」
ほか　　魚や海藻類で作った「美味（みみ）フライ」    「アユ
の昆布巻き」　　「猪（いの）バーグ、地ノリの野菜巻き」ほか
　地元特産ピオーネを使用した「ぶどう大福」　　「サツマイ
モと小豆のゼリー」　　「宇川アユめし」 

【野間小学校「高齢者教室」】 
児童らは、種まきから刈り取り、脱穀、そば打
ちまでの作業を一貫して行った。今年は、猛
暑にもかかわらず豊作だったという。丹精込
めて育てたそばは、格別の味だったに違いな
い 
　 
　そばのゆで上がりを待つ間、民谷さんの昔
話に耳を傾ける児童ら。そば打ち名人は、“話
し名人”でもあった　　ゆで上がった児童の
特製手打ちそば　　そばを味わう児童とお年
寄りら。薬味のワサビも地元産　　「わあー、
そうめんみたい」。民谷さんの卓越した技を興
味深く見詰める児童ら　　そば生地をたたき
ながらのばしていく作業に挑戦する児童 

ば
ら
ず
し
の
魅
力
は
家
庭
の
味 

 

　
10
月
31
日
、
丹
後
町
宇
川
地

域
で
は
「
宇
川
・
美
味
し
ん
ぼ
大

会
」
が
開
催
さ
れ
た
（
写
真
上
）。

５
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
自

慢
の
料
理
を
披
露
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
大
会
。 

　
会
場
に
は
、
主
婦
ら
が
朝
早

く
か
ら
腕
に
よ
り
を
か
け
た
海

の
幸
、
山
の
幸
料
理
３
〜
５
品

が
並
べ
ら
れ
た
。
幻
の
海
藻
と

い
わ
れ
る
「
ウ
ゴ
」
を
使
っ
た
料

理
も
あ
っ
た
。 

　
子
ど
も
ら
は
ば
ら
ず
し
作
り

に
挑
戦
。
出
品
料
理
の
試
食
で
は
、

「
猪
（
い
の
）
バ
ー
グ
」
が
大
人

気
だ
っ
た
。 

　
天
女
の
里
（
峰
山
町
鱒
留
）
で

は
11
月
14
日
、「
天
女
の
里
も
み

じ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
名
物

の
「
よ
も
ぎ
も
ち
」
や
「
里
も
ち
」

「
山
菜
お
こ
わ
」
な
ど
を
買
い
求

め
る
客
が
列
を
つ
く
り
、
生
産

が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
大
盛
況
。 

　
調
理
に
当
た
っ
た
天
女
の
里

協
力
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
人
気
の

秘
け
つ
を
聞
い
て
み
た
。「
秘
け

つ
？
　
地
域
へ
の
愛
情
か
な
」
―
―
。 

地
域
の
食
材
生
か
し
た
料
理
や 

加
工
品
が
イ
ベ
ン
ト
の
主
役
に 

体験や交流で伝統の味を楽しみ、次世代に伝える 

豊富な食材を使った“京丹後ならでは”の味を楽しむ 

「
野
間
そ
ば
」
の
伝
統 

児
童
学
ぶ 

お 

い 

ま
す 

ど
め 

お　い  

．
． 

　
ば
ら
ず
し
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
〝
郷
土
・
伝
統
料
理
〞
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
承
す
る
取
り

組
み
も
盛
ん
だ
。 

　
峰
山
高
弥
栄
分
校
で
は
11
月

15
日
、
家
政
科
の
生
徒
が
「
と
り

松
」（
網
野
町
）
の
店
主
、
前
川

修
さ
ん
を
講
師
に
、
ば
ら
ず
し

作
り
を
体
験
し
た
（
写
真
左
）
。

　
前
川
さ
ん
は
「
ば
ら
ず
し
の

一
番
の
魅
力
は
、
そ
の
家
々
の

味
が
出
る
こ
と
」
と
、
家
庭
の
味

を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
生
徒

に
伝
授
し
た
。 

　
弥
栄
町
野
間
地
域
に
は
、
古

く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
野

間
そ
ば
」
が
あ
る
。「
野
間
そ
ば

作
り
を
伝
承
し
て
い
こ
う
」
と
、

地
元
野
間
小
の
全
校
児
童
10
人

は
、
昔
な
が
ら
の
方
法
で
そ
ば

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
11
月
24
日
、
児
童
は
地
域
の

お
年
寄
り
た
ち
と
そ
ば
打
ち
で

交
流
し
た
。
地
元
で
「
そ
ば
打
ち

名
人
」
と
称
さ
れ
て
い
る
民
谷
勝

さ
ん
（
弥
栄
町
野
中
）
が
先
生
。 

　
真
剣
に
取
り
組
む
子
ど
も
と
、

目
を
細
め
な
が
ら
見
守
る
お
年

寄
り
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
光
景
が

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。 

　
地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

食
の
文
化
を
次
の
世
代
に
伝
承

し
て
い
く
こ
と
は
、
同
時
に
〝
地

域
の
良
さ
〞
を
伝
え
て
い
く
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
の
子
た
ち
が
、
ま

た
次
へ
と
語
り
継
い
で
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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野
間
小
「
高
齢
者
教
室
」 

峰
山
高
弥
栄
分
校
「
丹
後
寿
司
」
体
験 

宇
川
・
美
味
し
ん
ぼ
大
会 

天
女
の
里
も
み
じ
祭
り 

食べてみたい・食べさせたい味がある 

京丹後の食を楽しもう 
『食の王国』 
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高
速
道
路
や
自
然
に
恵
ま
れ
た
立
地
環
境
 

●工事別事業費 

団地造成 17億5,300万円 

道路整備 4億7,300万円 

上水道整備 2億4,800万円 

下水道整備 9,800万円 

（総事業費 25億7,200万円） 

11月13、14日 横浜市で開催のAPEC首脳会議で世界へアピール 

首脳夫人に丹後ちりめん製ガウンドレスを進呈 
産業 

市
内
業
者
と
帝
人
グ
ル
ー
プ
が
共
同
開
発 

デ
ザ
イ
ン
は
コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん 

 

　
生
地
は
、
帝
人
グ
ル
ー
プ
が

開
発
し
た
バ
イ
オ
繊
維
（
植
物

由
来
耐
熱
性
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
繊
維
）
と
絹
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

市
内
織
物
事
業
者
が
丹
後
ち
り

め
ん
の
伝
統
技
術
で
織
り
上
げ

た
共
同
開
発
製
品
を
使
用
。 

　
こ
の
〝
新
・
丹
後
ち
り
め
ん
〞

は
、
中
国
で
今
年
５
月
か
ら
６

カ
月
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た

上
海
国
際
博
覧
会
（
上
海
万
博
）

で
、
日
本
産
業
館
内
に
出
店
さ

れ
た
料
亭
の
着
物
生
地
と
し
て

も
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
同
会
議
の
主
要
議
題
で
あ
る

「
成
長
戦
略
」
に
対
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
繊
維
の
新

技
術
と
丹
後
ち
り
め
ん
の
伝
統

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組

み
が
、
テ
ー
マ
に
マ
ッ
チ
す
る

と
さ
れ
選
定
。
世
界
的
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ
シ
ノ

ヒ
ロ
コ
さ
ん
が
、「
ガ
ウ
ン
ド

レ
ス
」
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
。 

　
色
は
紫
、
青
、
緑
、
赤
、
黄
色

の
５
種
類
。
す
べ
て
市
内
の
職

人
に
よ
る
手
染
め
で
、
美
し
い

ぼ
か
し
の
加
工
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
首
脳
夫
人
ら
は
、〝
日
本

の
体
験
〞
と
し
て
の
お
茶
席
で
着

用
し
ま
し
た
。 

　
ガ
ウ
ン
ド
レ
ス
は
、
11
月
19

日
か
ら
21
日
ま
で
、
横
浜
港
内

で
開
催
さ
れ
た
日
本
の
最
先
端

技
術
な
ど
を
紹
介
す
る
「
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｃ

Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

大
さ
ん
橋
」（
政
府
主

催
）
で
も
展
示
さ
れ
、
一
般
に

公
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

全
区
画
の
立
地
に
向
け
努
力
 

テープカットで完成を祝う関係者ら。この後、
くす玉割りが行われた 

地元・森本区の子どもたちが、太刀振りを披露
して完成を祝った 

来
秋
の
開
催
に
向
け
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
催
す 

国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１ 

　
来
年
秋
に
京
都
府
で
開
催
の
「
国

民
文
化
祭
・
京
都
２
０
１
１
」
に

向
け
、
11
月
上
旬
の
３
日
間
、
市

内
各
地
で
３
つ
の
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
国
民
文
化
祭
」
は
、
文
化
活

動
に
親
し
む
個
人
や
団
体
が
交

流
す
る
国
内
最
大
の
文
化
祭
典
。

府
内
す
べ
て
の
市
町
村
で
約
70

の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
予
定
で
す
。 

　
開
催
１
年
前
と
な
る
今
秋
、

本
市
で
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
『
健
康
大
長
寿
の
さ
と
づ
く

り
全
国
大
会
』『
ふ
ろ
し
き
＆
き

も
の
シ
ョ
ー
』『
小
町
ろ
ま
ん
短

歌
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　『
ふ
ろ
し
き
＆
き
も
の
シ
ョ
ー
』

で
は
、
市
民
約
40
人
が
あ
で
や

か
な
和
装
の
美
を
披
露
。
着
物

文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
国
民
文
化
祭
お
よ
び
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
の
詳
し
い
様
子
は
次
号

で
お
伝
え
し
ま
す
。 

11月7日、弥栄町の丹後あじわいの郷で行われ
た「ふろしき＆きものショー」（「京丹後商工祭」
と同時開催） 

完
成
し
た
森
本
工
業
団
地
の
平
面
図
と
用
地
面
積 

丹後ちりめん製のガウンドレスを着て記念
撮影するAPEC参加各国の首脳夫人ら（横
浜市・三渓園の鶴翔閣で。代表撮影） 

文化 

エイペック 

て
い
じ
ん 

シ
ャ
ン
ハ
イ 

ら
い 

ひ
ん 

し
ゅ
ん 

　
本
市
に
あ
る
５
カ
所

の
工
業
団
地
は
す
べ
て

完
売
し
、
す
で
に
22
企

業
が
立
地
。
こ
の
た
め

市
は
、
地
元
企
業
な
ど

か
ら
新
た
な
工
場
用
地

整
備
の
要
望
を
受
け
る

と
と
も
に
、
若
者
定
住

と
新
規
雇
用
の
創
出
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
３
月
か

ら
造
成
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
当
初
は
、
平
成
21
年
春
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
第

１
工
区
で
巨
大
岩
盤
が
見
つ
か

る
な
ど
し
た
た
め
工
期
を
延
長
。

今
年
10
月
の
完
成
と
な
り
ま
し
た
。 

　
用
地
面
積
は
約
７
・
２
㌶
で
、

谷
工
業
団
地
（
６
・
５
㌶
）
を
超

え
る
市
内
最
大
規
模
。
総
事
業

費
約
25
億
７
２
０
０
万
円
（
地

方
債
23
億
３
８
０
０
万
円
、
国

や
府
の
補
助
金
１
億
５
２
０
０

万
円
、
市
の
一
般
財
源
８
２
０

０
万
円
）
を
か
け
造
成
し
て
き

た
も
の
で
す
。 

　
周
囲
を
森
林
に
囲
ま
れ
た
緑

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

平
成
20
年
代
半
ば
の
完
成
が
見

込
ま
れ
る
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動

車
道
・
大
宮
森
本
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
仮
称
）
に
隣
接
す
る
立

地
条
件
。
機
械
金
属
業
や
織
物

業
な
ど
既
存
産
業
と
の
連
携
、

農
林
水
産
物
な
ど
の
資
源
を
活

用
し
た
業
種
の
立
地
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

　
企
業
誘
致
に
当
た
っ
て
は
、

市
工
業
団
地
工
場
用
地
譲
受
人

審
査
選
考
委
員
会
に
よ
る
審
査
・

選
考
を
行
う
こ
と
と
し
、
現
在
、

公
募
に
向
け
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。 

　
竣
工
式
に
は
、
太
田
昇
府
副

知
事
（
府
知
事
代
理
）
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
関
係
者
や
工
事
関

係
業
者
、
地
元
区
民
ら
約
１
５

０
人
が
出
席
。 

　
中
山
市
長
は
「
待
望
の
団
地
が

完
成
し
た
。
本
市
の
も
の
づ
く
り

の
発
展
を
一
層
押
し
上
げ
て
も

ら
え
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
な

が
ら
、
一
日
も
早
く
全
区
画
へ
の

立
地
を
果
た
す
べ
く
努
力
し
た
い
」

と
力
強
く
式
辞
。
さ
ら
に
団
地
完

成
ま
で
の
関
係
者
へ
の
尽
力
に

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
来
賓
祝
辞
に
引
き
続
き
、
工

事
関
係
業
者
や
地
元
区
長
の
矢

野
義
則
さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈

を
行
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や

く
す
玉
割
り
、
地
元
区
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
太
刀
振
り
の
披

露
（
写
真
）
が
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
市
内
で
６
番
目
と
な
る
森
本
工
業
団
地
（
大
宮
町
森

本
）
の
造
成
工
事
が
完
了
し
、
竣
工
式
が
11
月
７
日
、

同
団
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
市
の
も
の
づ
く
り
の

発
展
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
 

6,359裃 

5,702裃 

5,730裃 　
横
浜
市
で
11
月
13
、
14
日
に
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議

の
参
加
国
・
地
域
の
首
脳
夫
人
に
対
し
、〝
日
本
の
お
も
て
な
し
〞

と
し
て
、「
バ
イ
オ
フ
ァ
イ
バ
ー
丹
後
ち
り
め
ん
の
ガ
ウ
ン
ド
レ
ス
」

が
進
呈
さ
れ
ま
し
た
。
丹
後
ち
り
め
ん
の
魅
力
的
な
価
値
を
世
界

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
、
関
係
者
ら
は

期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

54,464裃 
市
内
最
大
規
模
の
森
本
工
業
団
地
が
完
成 

も
の
づ
く
り
の
発
展
に
弾
み 

産業 
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環境政策や地域活性化などについて議論を交わす市長ら 

　
市
は
、「
京
丹
後
市
戦
没
者
追
悼
式
」
を

11
月
10
日
、
府
丹
後
文
化
会
館
（
峰
山
町
）

で
挙
行
し
ま
し
た
。
遺
族
や
関
係
者
ら
約

４
６
０
人
が
参
列
し
、
先
の
大
戦
で
尊
い

命
を
失
っ
た
市
内
出
身
の
３
２
０
０
人
余

の
冥
福
を
祈
り
、
恒
久
平
和
へ
の
思
い
を

一
つ
に
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
中
山
市
長
が
「
現
在
の
繁
栄

の
陰
に
は
、
御
霊
の
尊
い
犠
牲
と
御
遺
徳

に
よ
る
誠
に
大
き
な
礎
が
あ
る
こ
と
を
、
い
っ

と
き
た
り
と
も
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
」
と
式
辞
。
遺
族
を
代
表
し
て
服
部
仁

さ
ん
（
峰
山
町
新
町
）
が
「
戦
争
は
、
二
度

と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
平
和
こ
そ

が
人
と
し
て
の
道
で
あ
り
、
こ
の
平
和
を

永
遠
に
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
追
悼
の
辞

を
述
べ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
参
列
者
ら
は
、
祭
壇
に
白
菊
を

献
花
し
て
故
人
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。 

初委員会の様子（11月10日・大宮庁舎） 

祭壇に献花し、戦没者の冥福を祈る参列
者 

　
学
識
経
験
者
や
市
民
で
構
成
す
る
外
部
評
価
機
関
「
京
丹
後
市
行
政
評
価
委
員
会
」

（
窪
田
好
男
委
員
長
・
５
人
）
は
11
月
10
日
、
昨
年
度
市
が
実
施
し
た
施
策
と
事
務
事
業

に
つ
い
て
の
外
部
評
価
報
告
書
を
中
山
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。 

中山市長に外部評価報告書を手渡す窪田委員長
（右）と西村副委員長（中央） 

　
市
で
は
、
職
員
自
ら
の
自
己
評
価
（
＝
内

部
評
価
）
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

た
評
価
を
行
う
た
め
、
同
委
員
会
に
よ
る

外
部
評
価
を
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
。
今

年
度
は
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
37
施
策
の

う
ち
「
市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

な
ど
12
施
策
を
対
象
と
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
、
内
部
評
価
結
果
に
基
づ
き
、

計
６
回
に
わ
た
り
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
。

「
施
策
の
達
成
度
」「
事
業
構
成
の
有
効
性
」

「
事
業
の
優
先
度
」
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し

ま
し
た
。 

　
報
告
書
で
は
、「
内
部
評
価
結
果
に
つ
い

て
は
お
お
む
ね
妥
当
」
と
し
な
が
ら
も
、「
施

設
の
有
効
活
用
や
、
重
複
し
た
事
業
の
見

直
し
が
必
要
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

　
窪
田
委
員
長
は
「
今
後
歳
入
が
減
っ
て

い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
維
持
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
思
い
切
っ
た
枠
組
み
の
転

換
に
こ
の
評
価
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

 

外
部
評
価
報
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city
.k
y
otan
g
o.lg
.jp
/sh
i

sei/sh
isei/g

y
ok
ak
u
/g
y
ok
ak
u
/

）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。 

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、「
ほ
ま
れ
み
（
誉
れ
味
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
「
が
っ
し
ゃ
ー
大
好
き
故
郷

づ
く
り
」
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
農
業
振
興
に
向
け
、
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
や
農
業
生

産
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
認
定
し
、
優
先
的
な
事
業
採
択
や
市
内
外
へ
の
情
報

発
信
な
ど
の
支
援
を
積
極
的
に
行
う
も
の
で
、
今
回
、
11
の
団
体
・
集
落
を
認
定
し
ま
し
た
。 

 

　
今
回
、「
ほ
ま
れ
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
は
、

化
学
肥
料
を
使
用
せ
ず
竹
を
肥
料
に
特
別

栽
培
米
を
生
産
す
る
特
定
農
業
法
人
「
誠

農
海
部
㈱
」（
久
美
浜
町
品
田
）
ほ
か
２
団

体
を
認
定
。
ま
た
、「
が
っ
し
ゃ
ー
大
好
き

故
郷
づ
く
り
」
に
は
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
農
業
体
験
な
ど
で
、
都
市
部
と
の
積

極
的
な
交
流
活
動
を
展
開
す
る
「
㈲
常
吉

村
営
百
貨
店
」（
大
宮
町
上
常
吉
）
ほ
か
７

集
落
を
認
定
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
の
認
定
団
体
・
集
落
は
次
の
通
り
。 

　【
ほ
ま
れ
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
】
㈱
丹
後
岩
木

フ
ァ
ー
ム
（
丹
後
町
岩
木
）、
㈲
丹
後
路
た

に
う
ち
フ
ァ
ー
ム
（
大
宮
町
谷
内
） 

　【
が
っ
し
ゃ
ー
大
好
き
故
郷
づ
く
り
】
甲

坂
区
（
久
美
浜
町
）、
上
山
区
（
丹
後
町
）、

矢
畑
区
（
丹
後
町
）、
田
中
区
（
弥
栄
町
）、

鹿
野
区
（
久
美
浜
町
）、
品
田
区
（
久
美
浜

町
）、
岩
木
区
（
丹
後
町
） 

ほ
ん
で 

せ
い 

の
う 

か
い 

べ 
認定を受けた団体・集落の責任者ら（11月
10日の認定式で） 

●過疎地域振興基金積立金（6,320万円）【新規】 
過疎地域における集落の維持および活性化な
どの実現を目指し、ソフト事業実施のための
新たな基金を設置 

●ブロードバンドネットワーク整備事業 
　　　　　　　　　　　　　　　　（9,240万円） 
ブロードバンドネットワーク加入申込者数の
増加などに伴う光ケーブル引込工事（600戸）
とケーブルテレビ加入者宅工事（1,000戸）を
追加するもの 

●障害福祉サービス介護給付・訓練等給付費 
　　　　　　　　　　　　　　　（1億7,106万円） 
障害福祉サービスの利用増加に伴う介護給付・
訓練等給付費を追加するもの 

　4億3,930万円を追加し、予算総額305億
9,595万円とする平成22年度一般会計補正
予算（第3号）案を11月30日開会の12月定
例議会に提出しました。 
　主な補正内容を紹介します。（カッコ内の
金額は補正予算額） 

　
丹
後
地
域
の
機
械
金
属
関
連
産
業
の
経

営
者
や
従
業
員
ら
が
参
加
し
、
新
た
な
産

業
分
野
の
開
拓
を
模
索
す
る
研
究
組
織
「
丹

後
新
分
野
進
出
研
究
会
」
が
こ
の
ほ
ど
発

足
し
ま
し
た
。 

　
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
の
佐
野
徹
課

長
補
佐
と
㈱
新
日
本
テ
ッ
ク
（
本
社
・
大

阪
市
）
の
和
泉
康
夫
代
表
取
締
役
社
長
を

招
き
、
11
月
５
日
、
初
会
合
と
な
る
〝
キ
ッ

ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〞
を
峰
山
町
の
丹

後
機
械
工
業
協
同
組
合
会
議
室
で
開
催
。

会
員
ら
約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
佐
野
課
長
補
佐
は
、
経
済
産
業
省
の
「
産

業
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
、
機
械
金

属
産
業
と
地
域
集
積
の
視
点
で
講
演
。
日

本
経
済
の
行
き
詰
ま
り
の
背
景
と
産
業
構

造
の
転
換
の
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
和
泉
社
長
は
、「
寿
司
屋
型
も
の
づ

く
り
企
業
の
挑
戦
」
と
題
し
、
先
を
読
み

取
り
挑
戦
す
る
会
社
風
土
づ
く
り
の
大
切

さ
な
ど
必
要
な
経
営
改
善
に
つ
い
て
、
実

例
を
交
え
て
報
告
し
ま
し
た
。 

産業構造転換の必要性を話す
経産省の佐野課長補佐（右） 

く
ぼ 

め
い 

し
ん
ち
ょ
く 

　
市
は
、
今
年
３
月
に
策
定
し
た
「
京
丹
後

市
環
境
基
本
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
の
推

進
や
進
捗
状
況
の
点
検
を
行
う
た
め
、「
京

丹
後
市
環
境
基
本
計
画
推
進
委
員
会
」（
環

境
保
全
団
体
な
ど
で
構
成
・
19
人
）
を
こ

の
ほ
ど
設
置
し
ま
し
た
。 

　
初
委
員
会
は
11
月
10
日
、
市
役
所
大
宮

庁
舎
で
開
催
さ
れ
、
浅
田
武
夫
さ
ん
（
市
商

工
会
副
会
長
）
を
委
員
長
に
選
出
。
事
務
局

（
環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課
）
が
、
同
計
画

に
定
め
る
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
や
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
用
い
た
産
業
育
成
を
目
指

す
「
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
４
つ
の
重
点
施
策
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。 

　
委
員
か
ら
は
、「
山
・
里
・
海
の
水
資
源

の
保
全
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
っ

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。 

　
北
近
畿
の
６
市
（
福
井
県
敦
賀
市
・
小

浜
市
、
京
都
府
舞
鶴
市
・
宮
津
市
・
京
丹
後

市
、
兵
庫
県
豊
岡
市
）
で
構
成
す
る
「
若
狭
・

丹
後
・
但
馬
　
中
日
本
海
交
流
会
議
」
が

11
月
22
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
豊
岡
市
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
交
流
会
議
は
、
平
成
19
年
11
月
に
発

足
。
構
成
自
治
体
が
抱
え
る
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。 

　
４
回
目
の
今
回
は
環
境
政
策
と
地
域
活

性
化
が
テ
ー
マ
。
出
席
し
た
各
市
長
ら
が

現
在
の
取
り
組
み
状
況
や
課
題
な
ど
を
発

表
し
た
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
意
見
交
換
で
は
、
〝
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ

リ
〞
や
〝
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む

お
米
〞
な
ど
、

付
加
価
値
米

の
販
路
拡
大

策
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。 

　
最
後
に
「
環

境
と
調
和
し

た
地
域
づ
く

り
の
推
進
に

取
り
組
む
」
な

ど
の
共
同
ア

ピ
ー
ル
を
採

択
し
ま
し
た
。 

み 

た
ま 

機
械
金
属
関
連
企
業
が
研
究
組
織
設
立 

新
産
業
分
野
開
拓
へ 

初
会
合 

産業 

若
狭
・
丹
後
・
但
馬
の
市
長
が
交
流
会
議 

持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
目
指
す 

広域連携 

市
戦
没
者
追
悼
式 

恒
久
平
和
へ
の
思
い
一
つ
に 

福祉 

環
境
基
本
計
画
推
進
員
会
を
設
置 

環
境
重
点
４
施
策
の
推
進
へ 

環境 

「
ほ
ま
れ
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
」「
故
郷
づ
く
り
」
創
設 

地
域
づ
く
り
・
農
業
生
産
活
動
を
支
援
 

農政 

「
サ
ー
ビ
ス
維
持
へ 

枠
組
み
の
転
換
必
要
」 

市
行
政
評
価
委
員
会
、
昨
年
度
の
施
策
・
事
務
事
業
を
評
価
 

行革 

一般会計補正予算（案）提出 

4億3,930万円を追加 
財政 



写真：今年度体育館の補強工事を完了した橘小学校（網野町） 

峰山町 

大宮町 

弥栄町 

網野町 丹後町 

久美浜町 

①Is値0.3未満と診断された学校施設 
　次に掲げるそれぞれの場合に応じて示すいずれか
の方法により、原則、平成23年度中に対策を講じます。 

ア）耐震補強工事で耐震強度が確保できる場合 
1.原則、平成23年度中に耐震補強工事を実施 
2.耐震補強工事は実施せず、平成23年度中に準備を
行い、平成24年度当初を目途に耐震性の高い学校
に統合 

イ）耐震補強工事が不可能、またはIs値計測不能の場合 
1.平成23年度中に準備を行い、平成24年度当初を目
途に、耐震性の高い学校に統合 
2.学校再配置を見据えた改築工事を、原則平成23年
度中に実施 
3.原則平成23年度中に、一時的な代替施設を準備 
※災害時の避難所となる体育館は、ア）の場合は耐
震補強工事を、イ）の場合は改築工事を原則平成
23年度中に実施  

②Is値0.3以上0.7未満と診断された学校施設 
　財政状況などを踏まえ、原則、次に掲げるそれぞれ
の場合に応じて示す方法により、年次的に対策を講じ
ることとします。 

ア）学校再配置により拠点校または単独校とする場合 
　Is値に基づく優先順位を参酌しつつ、できる限り
学校再配置の時期または平成26年度までを目途に、
耐震補強工事を実施 
イ）学校再配置により拠点校としない場合 
　学校再配置の時期までに相当の期間を要する場合
を除き、耐震補強工事は実施しない 
※災害時の避難所となる体育館は、ア）、イ）どちら
の場合も平成26年度までを目途に耐震補強工事を
実施  

③Is値0.7以上と診断された学校施設 
　耐震性が確保されているため、対策は講じません。 

　大規模な地震発生時における安全性の確保を最優
先に、教育的な視点や財政状況にも考慮しつつ総合
的に判断し、耐震二次診断の構造耐震指標「Is値」（注）
を基に、次のとおり対策を講じることとします。 

表の見方（凡例） 

　
現
在
本
市
に
は
、
小
学
校
30
校
、

中
学
校
９
校
、
幼
稚
園
３
園
の
計

42
施
設
・
１
４
５
棟
の
非
木
造
の

学
校
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
約
半
数
の
76
棟
が
、
昭
和
56
年

以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
基
づ
い
て

建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
市
お
よ
び
市
教
育
委
員
会
は
、

こ
れ
ら
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ

た
学
校
施
設
に
つ
い
て
、
耐
震
診

断
（
耐
震
化
優
先
度
調
査
・
耐
震
２

次
診
断
）
を
実
施
。
結
果
、
耐
震
化

が
必
要
な
学
校
施
設
は
49
棟
と
判

明
し
ま
し
た
。 

　
市
は
こ
の
ほ
ど
、
学
校
施
設
の

現
状
や
耐
震
化
の
進
行
具
合
、
耐

震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
た
「
京
丹

後
市
立
学
校
施
設
耐
震
化
計
画
」

を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
耐
震
化
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
学

校
施
設
の
う
ち
、
橘
小
学
校
体
育

館
①
は
、
平
成
22
年
９
月
に
耐
震

化
を
完
了
し
て
い
ま
す
。 

※
耐
震
補
強
工
事
は
、
原
則
夏
休
み

な
ど
学
校
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
が

少
な
い
期
間
を
中
心
に
行
い
ま
す
。 

※
耐
震
化
完
了
ま
で
は
、
学
校
ご
と

の
状
況
に
応
じ
て
、
避
難
経
路
の

再
確
認
な
ど
で
き
る
限
り
の
対
策

を
講
じ
て
安
全
性
を
確
保
し
ま
す
。 

「京丹後市立学校施設耐震化計画」から抜粋 

耐震化の基本的な考え方 

（注）構造耐震指標「Is値」とは、建物の耐震性能を示す
指標です。Is値に対応する耐震性能は下表のように
判断します。 

耐 震 性 能  Is値 

大地震時に倒壊、または崩壊する危険性が高い 

大地震時に倒壊、または崩壊する危険性がある 

大地震時に倒壊、または崩壊する危険性が低い 
（現在の基準と同等の耐震性能があると考えられています） 

0.3未満 

0.3以上 
0.7未満 

0.7以上 

①学校（園）名 
②位置図番号 
③建物の耐震指標区分（●=Is値0.3未満　●=Is値0.3以上0.7
未満） 
④建物名（主な用途により分類し、各施設の建物ごとに区分） 
⑤Is値 
⑥具体的な耐震化の方法。基本的には既存の建物の補強工
事を行うが、Is値測定不能、耐震補強不能な建物は改築工
事もしくは代替施設利用で対応 
⑦耐震化の実施年度 

※左記の「基本的な考え方」②のイに該当する施設には「耐
震化の方法」「実施年度」の項に「――」と明記 
※平成22年度11月時点で耐震二次診断を行っていない施設
にはその旨を明記 

耐震化対策が必要ない（Is値0.7以上の）施設については記載していません。 

さんしゃく 

ガイド 
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学校施設の耐震化計画をお知らせします 学校施設の耐震化計画をお知らせします 

耐
震
化
が
必
要
な
学
校
施
設
は
49
棟 

耐
震
化
が
必
要
な
学
校
施
設
は
49
棟 

学校施設位置図 
（位置はおおよそのものです） 

 
 
0.23

 
 
補強工事 

 
 
H23

① ② 

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

峰山小学校  
● 普通教室棟 
● 特別教室棟① 
● 特別教室棟② 
● 体育館 
● 管理棟  
吉原小学校  
● 普通教室棟① 
● 普通教室棟② 
● 体育館  
丹波小学校  
● 教室棟（管理棟側） 
● 教室棟（給食棟側） 
● 体育館  
峰山中学校  
● 管理棟 
● 普通教室棟  
峰山幼稚園  
● 保育室・遊戯室棟 

 
0.23 
0.40 
0.56 
0.14 
計測不能  
  
0.55 
0.51 
0.05  
  
0.58 
0.40 
0.46  
  
0.61 
0.41  
  
0.09

 
補強工事 
補強工事 
補強工事 
補強工事 
代替施設  
  

補強工事 
補強工事 
補強工事  
  

補強工事 
補強工事 
補強工事  
  

補強工事 
補強工事  
  

代替施設 

 
H23 
H26 
H26 
H23 
H23  
  

H26 
H26 
H23  
  

H26 
H26 
H25  
  

H26 
H26  
  

H23

Is値 耐震化の方法 実施年度 

平成22年度中に 
耐震二次診断を実施 

大宮第二小学校  
● 管理棟 
● 普通教室棟 
● 体育館  
大宮第三小学校  
　 管理・教室棟 
　 給食棟 
　 体育館 

 
0.53 
0.54 
0.30

 
補強工事 
補強工事 
補強工事 

 
H24 
H24 
H23

Is値 耐震化の方法 実施年度 

吉野小学校  
● 体育館  
溝谷小学校  
● 普通教室棟（西） 
● 普通教室棟（東） 
● 体育館  
鳥取小学校  
● 特別教室棟 
● 玄関棟 
● 体育館  
黒部小学校  
　 管理・教室棟 
　 体育館  
野間小学校  
● 教室棟 
● 体育館 

島津小学校  
● 普通教室棟 
● 体育館  
橘小学校  
● 特別教室棟 
● 管理棟① 
● 普通教室棟 
● 体育館①  
網野幼稚園  
● 保育室・遊戯室棟 

平成22年度中に 
耐震二次診断を実施 

 
0.25 
0.15  
  
0.57 
0.61 
0.48 
0.18  
  
0.40

 
補強工事 
補強工事  
  

補強工事 
補強工事 
補強工事 
補強工事  
  

補強工事 

 
H23 
H23  
  

H26 
H26 
H26 
H22  
  

H23

 
0.45  
  
0.53 
0.39 
0.26  
  
0.61 
0.32 
0.42  
  
 
  
  
0.38 
0.18

 
補強工事  
  

――― 
――― 
補強工事  
  

補強工事 
補強工事 
補強工事  
  
 
  
  

――― 
補強工事 

 
H24  
  

―― 
―― 
H23  
  

H23 
H23 
H23  
  
 
  
  

―― 
H23

（済） 

Is値 耐震化の方法 実施年度 

Is値 耐震化の方法 実施年度 

豊栄小学校  
● 体育館  
間人小学校  
● 特別教室棟  
間人中学校  
● 教室棟 
● 体育館 

佐濃小学校  
● 管理棟 
● 教室棟  
田村小学校  
● 普通教室棟 
● 体育館  
神野小学校  
● 体育館  
湊小学校  
● 普通教室棟  
高龍中学校  
● 管理棟 

 
0.23 
0.12  
  
0.54 
0.37  
  
0.65  
  
0.32  
  
0.65

 
代替施設 
代替施設  
  

――― 
補強工事  
  

改築工事  
  

―――  
  

補強工事 

 
H23 
H23  
  

―― 
H24  
  

H24  
  

――  
  

H24

 
0.06  
  
0.60  
  
0.34 
計測不能 

 
補強工事  
  

補強工事  
  

補強工事 
改築工事 

 
H23  
  

H26  
  

H24 
H23

Is値 耐震化の方法 実施年度 

Is値 耐震化の方法 実施年度 

峰山小学校 
 

● 普通教室棟 

峰山町 

大宮町 

網野町 
弥栄町 

丹後町 

久美浜町 



13 122010.12 2010.12

約
２
０
０
０
個
の
も
ち
が
準
備
さ
れ
た
「
も
ち
ま
き
」。
景
品
が

当
た
る
と
あ
っ
て
、
会
場
は
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
 

安
松
さ
ん
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
４
周
年
を
記
念
し
催
す 

「会いたかった」の演奏に乗り、ダンスを元気いっぱい披露する
生徒たち（御旅市場前「おたび橋」で） 

　大宮町五十河に残る古民家・故田上弥
之祐邸の保存や活用策を考える有志の会
「田上邸保存会」（奥敬一代表）が、同邸
の修復を進めています。 
　田上邸は築約200年。全国に数棟しか残っ
ていないといわれる貴重な笹葺屋根の民
家。個人やNPO、立命館大学経営学部の
プロジェクト団体・「丹後村おこし開発チー
ム」の学生らが協働し、2年前から屋根
の葺き替えを行ってきました。北面の葺
き替えは既に終えており、今秋から南面
に取り掛かっているものです。 
　材料のチマキザサは、9月から10月に
かけて大江山などで刈り出した約1,500
束を使用。11月13日の作業には約40人
が参加し、茅葺職人の山田雅史さん（城
陽市）の指導の下、1メートル前後の長
短の笹を交互に重ねながら厚みを出して
葺き上げていきました。 
　立命館大学の学生・林亮佑さんは「笹
葺民家に“懐かしさ“を覚える。ぜひ守
り伝えてほしい」と話していました。 

　弥栄秋の祭典（同実行委員会主催）が11月14日、弥
栄病院裏駐車場で開催され、約1,500人が地元産の新鮮
野菜などを買い求めたり、ステージイベントを楽しん
だりしました。 
　特設ステージでは、「弥栄よさこい」と「弥栄よさこ
いハリキッズ」によるよさこい踊りの披露や、地元の
特産品などが当たる景品付きもちまきなどがあり、会
場を盛り上げました。 
　地元産の新鮮野菜や特産品などが並ぶ露店・販売コー
ナーは、売り切れ続出の大盛況。米粉で焼いたクロワッ
サンの試食コーナーには、長蛇の列ができていました。 

　琴引浜ネイチャークラブハウス（網野
町掛津）の創立4周年記念イベントが11
月14日、同ハウスで開かれました。 
　同ハウスの開設者・安松貞夫さん（京
都市）が、山陰海岸が世界ジオパークに
認定されたことを受けて「山陰海岸ジオパー
クの旅」と題したスライドを上演。鳥取
砂丘から経ヶ岬までの見どころを、親子
のグループ「ワトーズ」の演奏やクイズ
を交えながら紹介しました。 
　琴引浜への漂着物や浜周辺で観察でき
る四季折々の花を季節ごとに紹介する「花
ごよみ」の展示などもあり、来館者らは
楽しみながら丹後の自然を学んでいました。 
　安松さんは「丹後の自然の素晴らしさに、
さらに関心を持ってもらえるよう活動を
続けていきたい」と話していました。 

　峰山御旅商店街で11月6日、峰山高等
学校吹奏楽部（部員26人）の「楽しい音
楽会」が開かれました。秋晴れの下、買い
物に訪れた約750人が足を止めて楽しみ
ました。 
　今回で29回目を数える「御旅市場フリー
マーケット」の催しで、「御旅市場を“食
と文化の発信基地”に」と取り組む峰山
御旅商店会（中川芳驪会長）が、同校に呼
び掛けて実現したものです。 
　部員は「津軽海峡・冬景色」など、なじ
みのある6曲を演奏。歌やダンスの披露
のほか、「みかんの花咲く丘」の曲では、
買い物客らと“手遊び”に興じました。買
い物客から、何度もアンコールの声が上
がるなど大盛況の音楽会となりました。 
　生徒らは「多くのかたに来てもらい楽
しんで吹くことができた」「音楽を通して
市場を盛り上げたい」と元気いっぱいの
笑顔を見せていました。中川会長は「高
校生が市場に活気を与えてくれた。お客
さんも、若いエネルギーをもらって、明
日への活力になったのでは」と感謝して
いました。 

手
際
よ
く
笹
を
葺
き
上
げ
て
い
く
メ
ン
バ
ー
ら 

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
を
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
す
る
安
松
さ
ん
（
左
か
ら

２
人
目
） 

　「ふるさとの良さを思い起こしてもらおう」と、「ふ
るさと写真展」（久美浜一区まちづくり協議会主催）が
10月30日から11月7日まで、久美浜町の豪商稲葉本家
と濱茶屋旅館で開かれました。 
　濱茶屋旅館では、故板垣太子松さんの遺作を中心に、
愛好家らが撮影した久美浜の祭りや盆踊り、小天橋の
風景写真など約60点を展示。また、板垣煕さん（久美
浜町西本町）の父・板垣悦三さん（故人）が、9ミリ半フィ
ルムで昭和初期の風景や人物を撮影した「久美濱全景」
の特別上映もありました。 
　貴重な写真や映像の数々に、訪れた人たちは「懐か
しい」と往事をしのんでいました。 

遮へい板が取り外され、国内有数のレンズをいつでも間近に見ることができ
るようになった経ケ岬灯台（灯台構内から撮影） 

しょう てん きょう 

た ね まつ 

はま ぢゃ や 

ひろし 

にし ほん まち 

　「日本の灯台50選」に選ばれている経
ケ岬灯台（丹後町）で11月3日、施設内
部が公開されました。観光客ら約450人
が訪れ、レンズを写真に納めたり、施設
内部から見える景色を楽しんだりしてい
ました。 
　この公開は、「灯台記念日」（11月1日）
にちなんで、舞鶴海上保安部が毎年この
時期に実施。今回は、灯台の陸側に光が
漏れないよう覆っていた遮へい板が取り
除かれ、灯台構内には、かつて使用され
ていた日時計が当時の場所に復元されま
した。 
　同灯台は、国内で5カ所の灯台にしか
ないという貴重な「第1等フレネルレンズ」
（高さ2 . 8メートル）を使用。これまでは、
遮へい板に隠れて灯台構内からはレンズ
が見えにくい状態でしたが、今回の撤去
により、いつでも間近に見られるように
なりました。 

りょう すけ 

や 

の すけ 

ひろ かず 

ささ ぶき 

かや ぶき 

お たび 

やす まつ さだ お 

ちょう だ 

い か が 

ふ 

しゃ 

ふ
 

元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
ダ
ン
ス
で
大
盛
況 

峰
山
高
生
が
御
旅
市
場
で
音
楽
会 

久
美
浜
の
街
並
み
な
ど
を
写
し
た
写
真

が
展
示
さ
れ
た
会
場
（
濱
茶
屋
旅
館
） 

ジ
オ
パ
ー
ク
を
映
像
と
音
楽
で
紹
介 

弥栄秋の祭典に1,500人　 

 イベント大盛況、売り切れも続出 

五
十
河
の
田
上
邸
、
笹
を
葺
き
替
え 

11月13日 

11月14日 

11月14日 

11月6日 

保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
２
年
前
か
ら
修
復 

懐かしの写真・映像に往事をしのぶ 

久美浜一区まちづくり協議会が写真展 

観
光
客 

１
等
級
レ
ン
ズ
間
近
に
楽
し
む 

11月3日 

経
ケ
岬
灯
台
一
般
公
開
に
４
５
０
人 
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学内・学外の実習を重ね看護技術の習得に励む 

最新の教材「フィジカルアセスメントモデル（生体観察
モデル）」で実習する学生 

丹後地域でも12月から、目
的地までさまざまな交通手
段から最適なルートを案内
する、「トータルナビ」サー
ビスが始まっている（写真：
NAVITIME検索サイト） 

引原峠引原峠（網野町）（網野町）を走る特急タンゴを走る特急タンゴ・ディスカバリーディスカバリー 引原峠（網野町）を走る特急タンゴ・ディスカバリー 

　
京
都
府
立
看
護
学
校
（
与
謝
野
町
男
山
）
は
、
府
北
部
地
域
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
看
護
師
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
56
年
４
月
の

開
校
以
来
30
年
間
、
府
北
部
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
医
療
現
場
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
看
護
師
を
多
数
送
り
出
し
て
い
ま
す
。 

京都府立看護学校（蕁0772-46-3258） 
ホームページ：http://www.pref.kyoto.jp/kangaku/

〈お問い合わせ先〉 

    

　
本
校
は
、
３
年
課
程
の
全
日
制
看

護
学
科
を
置
く
厚
生
労
働
省
認
可
の

専
修
学
校
で
す
。
学
年
定
員
は
各
40

人
で
、
現
在
、
１
１
１
人
の
学
生
が
熱

心
に
学
ん
で
い
ま
す
。 

　
臨
床
に
即
し
た
判
断
能
力
と
実
践

能
力
を
育
て
る
た
め
、
１
年
次
か
ら

系
統
立
て
た
技
術
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
看
護
師
国
家
試
験
に
は

７
年
連
続
で
全
員
が
合
格
し
て
い
ま

す
。 

   

　
学
生
一
人
一
人
の
習
熟
度
に
応
じ

た
個
別
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

最
新
の
教
育
機
材
を
導
入
す
る
な
ど
、

確
実
な
知
識
と
看
護
技
術
の
習
得
が

で
き
る
よ
う
教
育
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。  

▼
「
人
間
愛
」
を
基
盤
と
し
た
感
性
豊

か
な
人
間
性
を
培
い
、
人
間
を
総

合
的
に
理
解
す
る
能
力
を
育
て
る
。 

▼
社
会
の
変
化
や
高
度
化
・
多
様
化

に
対
応
で
き
る
専
門
的
知
識
・
技

術
を
身
に
つ
け
、
高
い
倫
理
観
に

基
づ
い
た
看
護
を
実
践
で
き
る
人

材
を
育
て
る
。 

　
こ
れ
ら
の
教
育
理
念
の
下
、
社
会

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
医
療
に

貢
献
で
き
る
看
護
師
の
養
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
　
　
　 

 

平成23年度の一般入学生を募集します 

平成22年12月15日(水)から平成23年1月11日(火)までに、必要書類を本校へ持参または郵送 

学科試験　平成23年1月20日(木) 
面接試験　平成23年1月21日(金)　(学科試験合格者のみ)

応募資格 

出願方法 

試 験 日  

①高等学校を卒業した者（平成23年3月卒業見込みの者を含
む）または文部科学大臣の定めるところによりこれと同等
以上の学力があると認められた者 

②個別の入学資格審査により①と同等以上の学力があると認
めた者で、18歳に達した者（審査手続き期間は終了しました） 

戴帽式の様子。命を預かる者としての責 
任の重さを一人一人が自覚する 

―
―
丹
後
の
観
光
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
？ 

　
私
は
列
車
と
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
月
に

１
回
の
ペ
ー
ス
で
丹
後
を
訪
れ
、
１
泊
２

日
の
小
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
丹
後
を
訪
れ
る
最
大
の
理
由
は
、
癒
や

し
の
空
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
四
季
折
々

の
楽
し
み
方
が
で
き
る
こ
と
。
特
に
、
露
天

風
呂
に
入
り
な
が
ら
眺
め
る
日
本
海
が
私

に
と
っ
て
最
高
の
ぜ
い
た
く
で
す
。 
  

―
―
な
ぜ
、
列
車
で
観
光
す
る
の
で
す
か
？ 

　
流
れ
る
風
景
に
身
を
任
せ
た
り
、
列
車

内
で
地
酒
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
の
が
好

き
だ
か
ら
で
す
ね
。
車
で
は
こ
う
し
た
旅

の
楽
し
み
方
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
丹
後
へ
近
づ
く
に
つ
れ
て
高
ま

る
ワ
ク
ワ
ク
感
は
、
列
車
で
し
か
味
わ
え

な
い
旅
の
醍
醐
味
で
す
。
欲
を
言
え
ば
、
駅

弁
や
地
酒
の
車
内
販
売
が
あ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
ね
。 

―
―
丹
後
へ
の
観
光
誘
客
に
何
か
ア
ド
バ

イ
ス
を
。 

　
私
は
、
必
ず
旅
行
前
に
〝
旅
の
プ
ラ
ン
〞

を
作
成
し
、
列
車
や
バ
ス
の
時
刻
表
を
確

認
し
な
が
ら
、
ど
う
行
動
す
る
か
を
イ
メ

ー
ジ
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
旅
の
目

的
が
は
っ
き
り
し
て
、
満
足
度
が
高
ま
り

ま
す
。 

　
丹
後
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
が
丹
後

の
観
光
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

―
―
具
体
的
に
は
、
ど
ん
な
発
信
方
法
が

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
？ 

　
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
分
か
り

や
す
く
、
面
白
く
情
報
発
信
す
る
べ
き
で

す
ね
。
観
光
客
の
体
験
談
な
ど
を
盛
り
込

む
と
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、「
丹

後
を
訪
れ
た
い
」
と
い
う
興
味
が
ず
い
ぶ

ん
と
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
ま
た
、
観
光
案
内
だ
け
で
な
く
、
交
通
情

報
の
提
供
も
重
要
で
す
。 

　
最
近
、
携
帯
電
話
で
列
車
や
バ
ス
の
乗

り
継
ぎ
案
内
情
報
を
入
手
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
が
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。
公
共
交

通
の
運
行
情
報
が
手
軽
に
入
手
で
き
な
い

地
域
に
は
「
行
け
な
い
」
と
い
う
感
覚
が
生

じ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
っ
と
携
帯
サ
イ
ト

を
活
用
し
て
い
く
と
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

KTRの過去と現在と未来 KTRの過去と現在と未来 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

地
域
医
療
に
貢
献
し
て
30
年
。 

　
第
一
線
で
活
躍
す
る
看
護
師
を
養
成 

開催まであと 

323日 323日 

国民文化祭・京都2011

府
立
看
護
学
校 

与
謝
野
町
男
山 

看
護
師
国
家
試
験
に 

　
　
　
７
年
連
続
で
全
員
合
格 

最
新
の
機
材
を
導
入
し
て 

　
　
看
護
技
術
の
習
得
を
徹
底 

（12月10日現在） 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

第　回 6

KTRの過去と現在と未来 
これまで い ま これから 

　
丹
後
を
訪
れ
る
人
は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
何
を
望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
観
光
客
の
皆

さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
意
見
や
提
案
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
大
阪
府
の
男

性
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
丹
後
の
観
光
や
列
車
に
対
す
る
熱
い
想
い
」
を
紹
介
し
ま
す
。

来
訪
者
に
喜
ば
れ
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
あ
な
た
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

来
訪
者
が
語
る
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
望
む
こ
と
」 

来
訪
者
が
語
る
「
Ｋ
Ｔ
Ｒ
に
望
む
こ
と
」 

京丹後ふるさと応援団員の声 

　応援団員の皆さんに「KTRの利用者を増やすた

めには？」と質問したところ、以下のような提案が

寄せられました。（回答者数94人・複数回答可） 

 

 

 

 

 
 

　利便性の向上や、観光分野との連携を強く求め

ていることがうかがえます。 

蜷バスと鉄道の乗り継ぎをもっと便利にする（73人） 
蜷鉄道・バスと宿泊施設の共通格安チケットを導
入する（68人） 
蜷駅舎に地場産品ショップを常設し、丹後の魅力
の情報発信拠点として整備する（52人） 

KTRに望むことなどを話して
くれた、大阪府高石市の裏松健
司さん。丹後には頻繁に訪れる
という 

視点
 

列
車
の
旅
で
し
か
味
わ
え
な
い 

楽
し
み
方
が
あ
る 

ブ
ロ
グ
や
携
帯
サ
イ
ト
を
活
用
し
て 

積
極
的
な
情
報
発
信
を 

だ
い 

ご 

み 
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（実例紹介） 

市消防本部（蕁62-0119） ホームページもご覧ください。 
http: / /www.ci ty.kyotango. lg. jp/kcfd/

野村　和孝 

　「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と
は
、
急
激
な
温

度
変
化
が
体
に
及
ぼ
す
影
響
の
こ
と
で
す
。 

　
室
温
の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
、
体
の

中
で
血
圧
の
急
上
昇
や
急
降
下
が
起
こ
り

ま
す
。 

　
心
臓
に
負
担
を
か
け
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
高
血
圧
の

か
た
、
慢
性
疾
患
を
持
っ
た
か
た
は

注
意
が
必
要
で
す
。 

　
家
の
中
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を

起
こ
し
や
す
い
の
が
浴
室
・
洗
面
所
・

ト
イ
レ
で
す
。
特
に
、
暖
房
設
備
の

設
置
が
少
な
い
日
本
の
冬
の
浴
室
は
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。 

　
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
浴
室
・
洗
面
所
・
ト

イ
レ
を
暖
か
く
し
、
居
室
と
の
温
度
差
を

少
な
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
入
浴
時
は
湯
温
を
低
め
に
設
定

し
、
長
湯
を
避
け
、
入
浴
前
に
は
お
酒
を

飲
ま
な
い
な
ど
入
浴
方
法
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。 

市消防本部救急救命士 

消
防
本
部
で
は
、
感
知
の

早
い
「
煙
式
」
の
設
置
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
。 

市
消
防
本
部
予
防
課（
蕁
６
２-

５
１
１
９
） 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
方
法
な
ど
の 

お
問
い
合
わ
せ
先 

警報器を地区で 
共同購入してみませんか？ 

市内の共同購入状況 

①購入の手間が軽減できま
す。 
②高齢者世帯への取り付け
など、ご近所同士で協力
できます。 
③万一火災が起きたとき、近
所のかたが気付きやすく
なります。 
④交換が同時期になり、忘
れにくくなります。 
⑤悪質な販売業者の被害防止になります。 

住宅用火災警報器。ド
ライバー1本で簡単に取
り付けられます 

（消防本部が確認しているもののみ） 

ま
た
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

台所で天ぷらを揚げている最中に電話がかかっ
てきて、話している間に油が過熱し発火した。 

警報器の警報音に気付き台所に戻ると、
鍋から炎が立ち上がっていた。水に浸
したバスタオル数枚とふたで鍋を覆っ
て消火した。 

隣の住人が警報音に気付き、外に出る
と白煙が見えたのでただちに119番通
報した。 

出火原因 

発見・消火 

出勤前に喫煙して捨てた吸殻が布団に落
下し、長時間くすぶった後出火した。 

出火原因 

発見・消火 

実例1 実例2

　
近
年
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
が
急

増
し
、
平
成
15
年
以
降
は
全
国
で
毎
年
１

０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
死
に
至
っ

た
原
因
の
約
６
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ

る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
死
者
の
半
数
以
上
が
65
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
高

齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
さ
ら
に
増
加

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
、
消
防
法

や
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、「
住
宅
用
火

災
警
報
器
」
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
22

年
５
月
31
日
ま
で
に
警
報
器
を
取
り
付
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
新
築
住
宅
に
つ

い
て
は
平
成
18
年
６
月
か
ら
す
で
に
設
置

義
務
が
あ
り
ま
す
） 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
る

熱
や
煙
を
い
ち
早
く
感
知
し
、
火
災
の
発

生
を
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。 

　
初
期
消
火
や
避
難
が
素
早
く
行
え
る
の

で
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
住
宅
火
災
１
０
０
件
当
た
り
の
死
者
数

を
比
較
し
た
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
警
報
器

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
、
設
置
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
比
べ
て
死
亡
率
は
約
３
分

の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
。 

　
消
防
庁
が
全
国
の
警
報
器
の
普
及
状
況

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ

た
結
果
、
平
成
22
年
６
月
現
在
の
全
国
の

普
及
率
は
、
58
・
４
％
で
し
た
。 

　
本
市
で
も
、
平
成
21
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
調
査
を
行
い
、
市
民
約
１
４
０
０

人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
警

報
器
の
設
置
が
義
務
に
な
っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は
88
・
１
％
と

多
か
っ
た
も
の
の
、「
実
際
に
設
置
し
て
い

る
」
と
答
え
た
人
は
41
％
で
、
全
国
の
普

及
率
と
比
べ
て
大
き
く
下
回
る
結
果
で
し

た
（
上
図
）。 

　
火
災
が
起
き
れ
ば
、
火
や
煙
は
凶
器
と

な
り
人
間
に
襲
い
掛
か
っ
て
き
ま
す
。
警

報
器
を
設
置
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、

素
早
く
避
難
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

家庭に警報器を設置 
していますか？ 

市内でのアンケート結果（約1400人が回答） 

警報器の設置が義務になった 
ことを知っていますか？ 

つけましたか？住宅用火災警報器 つけましたか？住宅用火災警報器 
火災はあなたの大切なものを奪います。 
設置をお急ぎください。 

６
割
が
逃
げ
遅
れ
で
死
亡 

死
亡
率
は
３
分
の
１
に
減
少 

市
内
の
普
及
率
は
40
％
程
度 

消 防 の 広 場 2010年12月 2010年12月 消 防 の 広 場 たんごの風 ４7号 

消
防
の
広
場

消
防
の
広
場 
消
防
の
広
場 

住宅用火災警報器の 
設置期限まであと 

172日 

119
火事・救急・救助 

※既存住宅への設置期限です 
（12月10日現在） 

お風呂、洗面所、トイレは要注意 

「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」 

　
　
　
　
　
　
に
ご
用
心 

救急一口メモ 付けてよかった！火災警報器 

図 

知らない 

88.1%

11.9%

41%59%
知っている 

設置していない設置していない 設置していない 設置している 

　警報器を地区で共同購入することで、さまざまなメ
リットが考えられます。現在、共同購入を検討されてい
たり、もうすでに購入された地区もあります。 

　市内いくつかの地区で、すでに警報器の共同購
入を実施しています。 

共同購入のメリット 

峰山町 

大宮町 

網野町 

丹後町 

弥栄町 

久美浜町 

鱒留・五箇・小西・西山・矢田 

口大野 

三津・生野内 

平 

等楽寺・吉沢・木橋・野間 

浦明・新町・葛野 

し
ん
き
ん
こ
う
そ
く 

の
う 

そ
っ
ち
ゅ
う 

設置期限まであと半年 設置期限まであと半年 
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11
月
号
の
広
報
は
と
て
も
良
か
っ
た 

こ
れ
か
ら
も
親
し
み
や
す
い 

広
報
紙
づ
く
り
に
励
み
ま
す 

〔敬称略・（　）内は小学校名・学年〕 

入　　選 

〔敬称略・（　）内は小学校名・学年〕 

特選 

入選 

長濱   悠 （網野北小・4） 
（吉原小・4） 
（大宮第一小・4） 
（大宮第二小・4） 

吉岡 凛人 
倉　 佑菜 
田村 生吹 

京都府丹後広域振興局長賞 
京丹後市長賞 
丹後労働基準監督署長賞 
京都府丹後土木事務所長賞 
京丹後市教育委員会教育長賞 

入　　選 
入　　選 
入　　選 

京丹後市消防長賞 
京丹後建設業協会長賞 

饌上　  澪 （  湊 小・４） 
（田村小・６） 
（神野小・６） 
（海部小・５） 

岩闢　果歩 
金木　  渉 
仲原　大生 
橋本ひかる （神野小・５） 

多田　  颯 

福田　陸人 
村野　未紗 

大谷　未夏 

笹倉　良太 
（海部小・５） 

（神野小・６） 
（久美浜小・６） 

（久美浜小・６） 

（川上小・５） 

　昭和30年4月から37年間にわた

り教育現場で活躍。 

　特に平成2年3月の新山小学校の

校舎改築に向けて施設設備や教育

環境の整備に尽力。その功績が高

く評価されました。 

　平成元年12月から21年間にわた

り地域住民の立場にたっての相談、

支援活動を推進。 

　また、各委員に指導や助言を行

い資質の向上に尽力。その功績が

高く評価されました。 

谷
口  

國
夫 

さ
ん 

叙　勲 
瑞宝双光章（教育功労） 

垣
田  

忠
男 

さ
ん 

か
き 

た 

く
に 

お 

み
ん
な
の 

市
に
寄
せ
ら
れ
た
、
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
言
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

声 

叙　勲 
瑞宝単光章（消防功労） 

た
だ 

お 

　昭和48年4月から29年間にわた

り消防団活動に従事。　 

　特に平成11年4月から弥栄町消

防団長に就任し、地域防災の要と

して尽力。その多大な功績が高く

評価されました。 

厚生労働大臣表彰 
（社会福祉功労） 

川
戸  

和
子 

さ
ん 

（
丹
後
町
此
代
） 

（
弥
栄
町
和
田
野
） 

（
峰
山
町
千
歳
） 

か
わ 

と 

か
ず 

こ 

【元民生委員・児童委員】 

【元弥栄町消防団長】 【元公立小学校長】 

　「秋の全国火災予防運動」
（11月9日～15日）の一環
として市消防本部が市内
の小学校4年生を対象に募
集していた「火災予防ポス
ター」で、火事の怖さを描
いた長濱悠君のポスター
が特選に輝きました。 

長濱　悠 君 
ながはま ゆう 

た
に
ぐ
ち 

　
11
月
号
の
広
報
は
ず
ば
ぬ
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

９
、
10
月
号
は
ま
っ
た
く
駄
目
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
差
に
見
る
側
は
戸
惑
う
ほ
ど
良
か
っ
た
で
す
。 

　
特
集
・
水
と
生
き
る
は
◎
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
１

は
○
、
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
２
の
円
陣
の
子
ど
も
た
ち

も
○
。
写
真
だ
け
で
読
ま
せ
る
素
晴
ら
し
い
出
来

で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
久
美
浜
町
・
男
性
】 

    

　
本
紙
へ
の
ご
評
価
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
は
紙
面
づ
く
り
に
と
っ

て
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
　 

　
改
善
す
べ
き
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
ご
指
示
く
だ

さ
い
。 

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い

充
実
し
た
広
報
紙
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 

   

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
意
見
や
提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

本
間  

和
男 

さ
ん 

か
ず 

お 

京都府伝統行催事功労賞 

　昭和53年4月から久美浜町観光

協会員として「千日会観光祭」運営

の中心的な役割を担任。 

　現在は同協会副会長を務め、会

長を補佐し同祭の発展に尽力。そ

の功績が高く評価されました。 

（
久
美
浜
町
西
本
町
） 

ほ
ん 

ま 

原
　
久 

さ
ん 

ひ
さ
し 

全国公民館連合会 
永年勤続職員表彰 

　平成7年4月から久美浜一区公民

館主事として地域でのスポーツ活

動や学習活動に尽力。　 

　城下町の風情を残す地域の景観

を生かしたまちづくり活動などが

高く評価されました。 

（
久
美
浜
町
十
楽
） 

【元久美浜一区公民館主事】 【久美浜町観光協会副会長】 

は
ら 

㈱
積
進 

せ
き
し
ん 

ふるさと企業大賞 
（総務大臣賞） 

　地域のものづくり産業の振興や

積極的な人材の雇用・育成に力を

入れるとともに、技術開発に弛ま

ない挑戦により活力と魅力ある地

域づくりへの功績が高く評価され

ました。 

（
峰
山
町
長
岡
） 

【代表取締役社長　田中隆司さん】 

 

入選者 

　統計に親しみ、統計グラ
フの表現技術の向上を図
ることを目的に、府が統計
グラフコンクールを募集。 
　小学校5・6年生の部で
百人一首を題材に、詠んだ
人や詠まれた季節、歌から
伝わってくる思いなどを
分かりやすく統計表にま
とめました。 
　表現やグラフが見やすく、
丁寧に仕上げられている
ことなどが評価され知事
賞に輝きました。 

市火災予防ポスター 
特　選 

府統計グラフコンクール 
京都府知事賞 

改田　友実 さん 
かい だ  とも  み  

京丹後建設業協会 
防災啓発ポスター優秀作品賞 

入選者 
写真＝上段左から 

写真＝下段左から 

　防災に関する絵を描くことで家庭や地域

の中で防災意識を高めてもらおうと、京丹

後建設業協会（井上敏会長）が市内の小学生

を対象に「防災啓発ポスター」を募集。 

　今年の対象地域は久美浜町内の小学校。

104点の応募の中から10人の児童が府丹後

広域振興局長賞などに入選しました（右表）。

防災啓発ポスターの入選作品を手にする皆さん 

大宮第三小学校　6年生 網野北小学校　4年生 
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
弥
栄
病
院
で
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の

瞬
間
を
喜
ぶ
ご
家
族
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く

は
秘
書
広
報
広
聴
課
（
蕁
６
９-

０
１
１
０
）
ま
で 

味土野周辺から発見されたメタセ
コイヤの葉の化石 

　11月6日、網野町の島津小学
校で「学習発表会」があり、6年
生児童が丹後の大地や歴史につ
いての研究発表をしました。 
　前もって琴引浜や郷村断層な
どを見学。何万年も昔の大地の
姿や、人々の暮らしと大地との
関わりについて考えた内容を劇
にまとめました。 
　最後は「世界ジオパーク認定
おめでとう」と締めくくりました。
　 

パネルなどを駆使して発表する児童ら 

い

の

ち

 

生
命
の
　
　 
生
命
の
　
　 

きずな  

絆 絆 絆 

母…玲菜さん　父…悟さん 
住所…東京都杉並区 
　　   峰山町五箇（実家） 

　　田中 一瑠ちゃん（男の子） 

　　11月生まれ・2,984グラム 
れい な  さとる 

いち  る  

母…美加さん　父…一也さん 
住所…大宮町河辺 

米田 汐里ちゃん（女の子） 

10月生まれ・2,924グラム 
み  か  かず  や  

しお  り  

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う 

野
間
川
流
域
（
弥
栄
町
） 

⑥ 

あ
ら
れ 

く
る 

み 

だ
に 

あ
ん
ざ
ん 

み 

ど 

の 

　
弥
栄
町
野
間
に
流
れ
る
野
間

川
沿
い
を
歩
く
と
、
多
種
多
様

な
岩
石
や
地
層
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
か
つ
て
日
本
列
島

が
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
一
部
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

　
霰
地
区
や
来
見
谷
地
区
の
一

部
の
山
肌
に
は
火
山
岩
（
花
こ

う
岩
）
が
露
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
約
６
０
０
０
万
年
前
に

地
下
で
マ
グ
マ
が
冷
え
固
ま
っ

た
も
の
で
す
。
丹
後
一
帯
に
広

く
分
布
し
て
お
り
、
総
称
し
て

「
宮
津
花
こ
う
岩
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
朝
鮮
半

島
南
部
の
花
こ
う
岩
と
同
じ
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
上
流
に
向
か
っ
て
進

む
と
、
約
２
０
０
０
万
年
前
に

で
き
た
と
推
測
さ
れ
る
安
山
岩

が
見
ら
れ
ま
す
。
化
学
組
成
か

ら
、
大
陸
縁
で
形
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
日
本
列
島
が
大
陸
か
ら

分
か
れ
る
前
に
活
動
し
た
火
山

の
溶
岩
で
す
。 

　
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
の
隠
せ

い
地
と
し
て
知
ら
れ
る
味
土
野

集
落
周
辺
に
は
、
堆
積
岩
の
地

層
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
植

物
化
石
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
写
真
）。
化
石
の
種
類

な
ど
か
ら
、
日
本
海
形
成
前
に

存
在
し
た
淡
水
性
の
湖
の
堆
積

物
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
月
の
お
す
す
め 

　
　
　
　
ジ
オ
サ
イ
ト 

朝鮮半島南部と同じ花こう岩 

 今年も雪の季節がやってきました。市では、除雪計画を策定し、市内業者（73
業者）や地区（77地区）と一体となって除雪を行います。除雪区間は2,488路線
で、総延長は731キロメートルです。 
　皆さんにご迷惑をおかけすることがありますが、安全・迅速な除雪作業にご
理解とご協力をお願いします。 

安全・迅速な除雪作業にご協力を！ 安全・迅速な除雪作業にご協力を！ 安全・迅速な除雪作業にご協力を！ 除雪期間（12月1日～3月15日）は 積雪10㎝以上で除雪車が出動します 

　除雪作業で取り残された雪や道路脇に寄せられた
雪などで、皆さんにご迷惑をおかけすることがあり
ます。スコップやスノーダンプで、ひとかき、ふたか
き除雪へのご協力をお願いします。 

　雪に埋もれた庭木や農作物、塀などを傷つける恐
れがあります。雪の下に何かあることが分かるよう、
赤い旗などで目印を付けてください。 
　獣害対策の電気柵なども、目印を付けるか、除雪期
間までに撤去するかしてください。 

　市内の国・府道の一部に消雪装置が設置してあり
ます。作動中に車で走行するときには、水しぶきが歩
行者や民家への迷惑になりますので、速度を落とす
など思いやりある運転を心がけてください。 

・車の通行を妨げる竹や木などは、所有者が速やかに
取り除いてください。 
・歩道や路肩は除雪車での除雪は難しいので、各家庭
や地域で除雪してください。 
・溝ぶたを開けた後は必ず元に戻してください。 

　路上に車があると、その区間は除雪ができなくな
るほか、除雪車の脱輪などの大事故につながる恐れ
があります。やむを得ず駐車する場合は、赤い旗など
で目印を付けてください。 

　路上にばらまかれた雪は、凍結して自動車のスリ
ップなどの事故につながり大変危険です。屋根の雪
を道路上に降ろしたときは各自で処理してください。 

除雪全般について： 
消雪装置について： 

市建設部管理課（蕁69-0510） 
府丹後土木事務所（蕁0772-22-3245） 

〈お問い合わせ先〉 

◆ 取り残しの雪の処理にご協力を ◆ 

◆ 路上駐車はしないで ◆ 

◆ 屋根の雪を道路に放置しないで ◆ 

◆ 庭木や農作物などには目印を ◆ 

◆ 消雪装置で散水中は思いやり運転を ◆ 

◆ そのほか注意してほしいこと ◆ 

島津小6年がジオの研究発表 

京
丹
後
市
長
　
中
山
　
泰 

 

▼
先
日
、
第
２
回
の
車
い
す
駅
伝
大

会
が
本
市
障
害
者
団
体
連
合
会
の
主

催
で
昨
年
か
ら
大
幅
に
参
加
数
を
増

や
し
26
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

▼
こ
の
大
会
、
本

当
に
意
義
深
く
思

う
の
は
、
障
害
の
な
い
か
た
も
車
い

す
に
乗
り
競
技
す
る
こ
と
で
、
車
い

す
を
日
ご
ろ
か
ら
利
用
し
て
い
る
か

た
が
移
動
す
る
際
の
懸
念
や
課
題
の

ほ
ん
の
一
端
で
す
が
直
接
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
く
一
助
と
な
り
う
る
こ
と
。

ま
た
、
競
技
を
通
じ
、
障
害
の
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
互
い
互
い
に
心

を
ま
す
ま
す
と
も
に
し
て
い
く
喜
び
、

た
く
さ
ん
の
元
気
や
心
の
き
ら
め
き

を
互
い
互
い
に
い
た
だ
け
る
こ
と
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
こ
の
元
気
や
喜
び
の
輪
を
広
げ

る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

▼〝
元
気
や
喜
び
〞
と
い
え
ば
、
先
日
、

「
百
歳
バ
ン
ザ
イ
　
推
進
　
健
康
大

長
寿
の
さ
と
づ
く
り
全
国
大
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
進

む
高
齢
化
社
会
。
医
療
や
介
護
、
年

金
や
生
活
・
交
通
の
安
全
安
心
な
ど

課
題
は
多
い
で
す
が
、
広
く
行
政
を

挙
げ
て
こ
う
し
た
課
題
に
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
そ
の
前
提
の
上
で
、
課
題
ば
か
り

に
追
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
本
当
に
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
そ
れ
で
は
も

っ
た
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
長
寿
社
会
自
体
、
も
ち
ろ

ん
健
康
な
ど
の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

不
老
長
寿
が
古
く
か
ら
の
世
の
永
遠

の
願
い
で
あ
る
よ
う
に
、
果
報
で
あ

り
、
本
来
、
大
い
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
。

他
方
で
、
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
木
村

さ
ん
は
じ
め
百
歳
長
寿
の
か
た
が
た

く
さ
ん
住
ん
で
お
ら
れ
る
自
慢
の
ま

ち
。
老
い
や
長
寿
を
ま
す
ま
す
元
気

に
喜
び
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

元
気
と
喜
び
の
輪 

市 長 エ ッ セ イ 

和気　来 泰 
4

わ き い い ら 
た 

!!
 

A bond of  lifeA bond of  life
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京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 京たんごスポーツ 

久美浜湾一周駅伝 

　府民総体で初優勝 

ト
ッ
プ
で
第
５
走
者
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
網 

野
高
校
陸
上
部
A
チ
ー
ム
（
第
４
中
継
所
） 

網
野
高
校
陸
上
部
A
が
大
会
新 

▼
一
般
１
部
　
か
ぶ
と
や
ま
　
▼
同
２
部

　
タ
ケ
チ
ャ
ン
フ
ァ
ー
ム
A
　
▼
学
生
１

部
　
高
龍
中
駅
伝
部
A
　
▼
同
２
部
　
網

野
高
校
陸
上
部
A
 

 

たんすぽ 

たんすぽ 

大
会
結
果
（
各
部
門
の
１
位
） 

　
久
美
浜
湾
一
周
駅
伝
競
走
大
会
（
市
教

委
な
ど
主
催
）
が
11
月
23
日
、
浜
公
園
（
久

美
浜
町
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
催
さ

れ
、
１
０
７
チ
ー
ム
、
６
４
２
人
が
参
加
し

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

　
今
年
で
46
回
目
。
久
美
浜
湾
の
周
囲
15
・

６
㌔
（
６
区
間
）
の
コ
ー
ス
を
６
人
で
タ
ス

キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。 

　
男
子
学
生
２
部
で
は
、
網
野
高
校
陸
上

部
A
が
大
会
新
記
録
で
部
門
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。 

京丹後市ソフトボール女子 

　
第
33
回
京
都
府
民
総

合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
女
子
の
部
の
決
勝

が
10
月
31
日
、
丹
波
自

然
運
動
公
園
（
京
丹
波
町
）

で
行
わ
れ
、
京
丹
後
市

代
表
チ
ー
ム
が
、
初
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
市
代
表
チ
ー
ム
は
、

市
総
合
体
育
大
会
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
女
子
の
部
で

優
勝
し
た
峰
山
町
チ
ー

ム
が
中
心
の
メ
ン
バ
ー
。

大
会
は
府
内
各
市
町
の

代
表
15
チ
ー
ム
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
決
勝
で
は
前
年
と
同

じ
く
舞
鶴
市
と
対
戦
。

熱
戦
の
末
７
対
１
で
見

事
、
勝
利
を
手
に
し
ま

し
た
。 

初優勝に輝いた京丹後市代表チーム 

女子 男子 

１
０
０
人
が
汗 

きばれぇを楽しむ選手たち 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
で 

107チームが 
タスキをつなぐ 

　
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
市
教
委
主
催
）
が

11
月
７
日
、
大
宮
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

男
子
学
生 

２
　
　
部 

大
会
結
果
（
各
ゾ
ー
ン
の
１
位
） 

▼
A
ゾ
ー
ン
　
A
K
C
31
 

▼
B
ゾ
ー
ン
　
A
K
C
41
 

  ▼
A
ゾ
ー
ン
　
チ
ェ
リ
ー
 

▼
B
ゾ
ー
ン
　
ひ
ま
わ
り
の
種
 

▼
C
ゾ
ー
ン
　
ひ
ま
わ
り
 

き
ば
れ
ぇ 

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー 

▼
一
般
１
部
　
チ
ー
ム
B.

L.

T 
　
▼
同

２
部
　
タ
ケ
チ
ャ
ン
フ
ァ
ー
ム
レ
デ
ィ
ー

ス
▼
学
生
１
部
　
高
龍
中
駅
伝
部
▼
同
２

部
　
大
宮
中
女
子
駅
伝
部 

ビーチ 
ボール 
バレ   ー 

きば 
　れぇ 

　ある朝目が覚めると、スタンレーは分
厚い板の下敷きになってぺちゃんこ人
間になっていた。みんなからちやほやさ
れるし、とっても便利で楽しいけど…。
身長122㎝、横幅30㎝、厚み1.3㎝の
男の子が活躍する愉快な物語です。 

■生きようよ 死んじゃいけない人だから ■ぺちゃんこスタンレー 細谷亮太／著 
岩崎書店 

 
あすなろ書房 

ジェフ・ブラウン／著 
さくまゆみこ／訳 

　「寿命が尽きるまでは死なないでほしい。
子どもは絶対、死んじゃいけない人だか
ら」―。小児がんを専門とし、たくさん
の子どもの死をみとってきた小児科医
である著者が、若者向けに「いのち」の
大切さを呼びかける一冊です。 

あみの読み聞かせボランティアの会 

会長　今井 冨美子さん（網野町網野） 

・・ 

京丹後警察署員から護身術の
指導を受ける職員たち 

米田教育長に寄付目録を贈呈
する平井信子さん（左） 

市職員人事異動 

　　　　　　　 　　　　　成尾 真美子 
 （久美浜病院看護部 看護師） 

　　　　　　　　 　　　　　野村 敬子 
 （弥栄病院看護部 准看護師） 

※カッコ内は前所属 

[11月１日付け]

　「あみの読み聞かせボランティアの会」

は平成14年にあみの図書館がオープン

した時に再結成され、現在の会員数は

25人です。図書館の読み聞かせやおは

なし会、小学校、保育所・幼稚園などで、

本のおもしろさやおはなしの楽しさを

伝えています。子どもの読み聞かせか

らスタートしましたが、昨年度からは

大人を対象にした朗読の活動にも力を入れています。みん

なでワイワイと楽しくいろいろな取り組みをしています。 

弥栄病院看護部 看護師 

久美浜病院看護部 准看護師 

今月の広報きょうたん
ごに掲載した記事の
中から出題します。正
解者の中から抽選で5
人に図書カード（500
円分）をプレゼント！ 

？ ？ 広報クイズ 
本市内で6番目となる工業団地の名前は？ はじまったよ 問題1

問題2

■お問い合わせ先  
　京都府丹後文化会館　蕁 62-5200

丹後和太鼓フェスティバル ジュニア文化祭 

平成22年度丹後文化芸術祭 

15 回 第 22 回 第 

第1等フレネルレンズ設置の、丹後町にある灯台の
名前は？ 

 
　誰でも自由に出入りして気軽に
利用できる図書館ですが、近年い
ろいろ気になることも起きていま
す。 
　市立図書館ではこのほど、職員
として身につけるべき知識のひと
つとして、防犯に関する研修を実
施。京丹後警察の協力のもと、職
員10人が護身術などを学びました。 
 
 
　昨年開設された大宮図書室の「平
井嘉一郎文庫」に、故平井嘉一郎
さんの妻・信子さん（京都市中京区）
から図書購入費30万円の寄付が
あり、11月3日、目録贈呈式が行
われました。 
　式では平井さんが寄付目録を米
田教育長に贈呈。利用者を代表し
て、今年4月の「平井文庫記念作文コンクール」で銀賞に輝い
た、大宮第一小4年の坂田竜晟君が「去年に続き今年も寄付
していただいてありがとうございます。これからも平井文庫
の本をもっと読みたいです」とお礼の言葉を述べました。 
　贈呈式の後、おはなし会が催され、親子連れなど約70人が
絵本の読み聞かせやパネルシアターなどを楽しみました。 

　「次回図書館に行ったときにこの本を確実に借りたい」「貸

し出し中の本を予約したい」。こんな時、図書館のホームペー

ジから読みたい本を予約することができます。 

①利用者カードの番号が必要です。登録がまだのかたは最寄

りの図書館で利用登録してください。 

②パスワードが必要です。あらかじめ図書館のカウンターで

申し込んでください。 

③一度に2冊予約できます。受け取り館・連絡方法などが選

択できます。 

④本が確保できたら連絡しますので、3日以内に利用者カー

ドを持って図書館にお越しください。 

※操作方法などが分かりにくい場合は 
　お気軽にお問い合わせください。 

　丹後図書室の「豊淑文庫」にも、丹後町間人出身の故藤原
勘治さんのご子息新一郎さん（東京都）から図書購入費の寄
付がありました。 

《ご利用にあたっての注意》 

【応募方法】　 
はがきに（1）答え　（2）住所　（3）氏名（ふりがな）　（4）年齢 

（5）電話番号　（6）広報紙への感想やイラストなど を明記して、

12月24日（金）（必着）までに広報係へ（宛先は裏表紙を参照） 

【当選者の発表】 商品の発送をもって代えさせていただきます。 
【お問い合わせ先】 秘書広報広聴課　蕁69-0110

主催：丹後文化芸術祭実行委員会 

◎開 演 日…12月19日（日） 
◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎開場時間…12：30　◎開演時間…13：00 
◎入 場 料…無料 

●久美浜子供太鼓 あまべっこ　●浦嶋太鼓保存会 
●宇川小学校　●峰山高等学校 弥栄分校和太鼓部 
●弥栄溝谷太鼓　●久美の浜太鼓保存会 子供太鼓 
●和太鼓サークル雷神　●城嶋太鼓　 
●クレインズ   舞太鼓 

出演団体（順不同） 
●網野高等学校 新体操部　●峰山中学校 吹奏楽部 
●丹後リズム新体操クラブ　●花柳佳雅風会 
●久美浜子供太鼓 あまべっこ　●峰山幼稚園 
●ブルーエンジェルス ●キラリ☆キッズお琴教室 
●箏ハーモニー「若草」　●3B峰山レディース 
●峰山高等学校 吹奏楽部　●PEACH★POP 
●プティエトワール（モダンバレエ・モダンダンスクラス）　 

◎開 演 日…12月23日（木・祝） 
◎場　　所…京都府丹後文化会館（峰山町杉谷） 
◎開場時間…12：30　◎開演時間…13：00 
◎入 場 料…無料 

出演団体（順不同） 

　幼児から高校生までを対象とした、地域および学校で
文化活動を行っている団体などの発表です。 

　子どもから大人まで幅広い年齢層が集まっての演奏会
です。 

 

’ 

はなやぎかがふうかい 

こと  

図書館だより 
12月図書館カレンダー 

 5   6   7   8   9  10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31   1  
 2   3   4   5   6   7   8 

日 月 火 水 木 金 土 ◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで） 

（赤文字は休館日） 

1

◆問い合わせ先／　峰山図書館（蕁62-5101） 大宮図書室（蕁69-0672） 
　　　　　　　　あみの図書館（蕁72-4946） 弥栄図書室（蕁65-2101） 
　　　　　　　　久美浜図書室（蕁82-1771） 丹後図書室（蕁69-0664） 

◆貸出／1人20点まで・2週間 

今月のおすすめ図書 
大人向けの本 子ども向けの本 

★万が一に備えて防犯研修を実施 図書館ホームページで本を予約できます 

大宮図書室 ★平井文庫に今年も30万円の寄付 

あみの図書館 

ほう しゅく 

京都府丹後文化会館　インフォメーション 京都府丹後文化会館　インフォメーション 

強豪舞鶴
市に 

　　　　
　リベン

ジ 



242010.12

こ
く 

た
ん 

ひ 

じ 

い
の し

ょ
う 

ゆ 

し
か 

  

▼
今
月
号
か
ら
「
広
報
ク
イ
ズ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
報
紙

を
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ま
な
い
と

分
か
ら
な
い
よ
う
な
ち
ょ
っ
と

意
地
悪
な
（
笑
）
問
題
を
出
題
し

て
み
よ
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
さ
や
か
で
す
が
賞
品
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
広
報
紙
の
感
想

も
ぜ
ひ
書
い
て
く
だ
さ
い
ね 

▼
本
格
的
に
寒
さ
が
肌
を
刺
す

季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
年
末

年
始
が
近
い
こ
と
も
あ
り
何
か

と
忙
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
体

調
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
た
つ
で
ウ
ト
ウ

ト
す
る
の
が
い
く
ら
気
持
ち
い

い
と
い
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
朝
ま

で
寝
て
し
ま
う
と
喉
が
ガ
ラ
ッ

ガ
ラ
に
な
り
ま
す
よ
。
／
信 

つ
ぶ
や
き 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,624人 

女　　   31,702人 

計　　   61,326人 

世帯数　22,221世帯 

（－24） 

（－20） 

（－44） 

（＋11） 

（11月1日現在・（ ）内は前月比） 

〝
黒
〞に
こ
だ
わ
る 

　
　
あ
じ
わ
い
シ
ェ
フ 

　
丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷
（
弥
栄
町
鳥
取
）
で
、

〝
黒
〞
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

次
々
と
発
表
し
て
い
る
小
林
邦
夫
シ
ェ
フ
を

紹
介
し
ま
す
。 

  

小
林
さ
ん
が
料
理
長
を
務
め
る
、
飲
食
コ

ー
ナ
ー
「
ハ
ー
ベ
ス
ト
ホ
ー
ル
」
で
は
、
黒

い
食
材
を
取
り
入
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
『
黒

丹
バ
ー
ガ
ー
』『
黒
丹
猪
鹿
カ
レ
ー
』
そ
し
て

『
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
黒
醤
油
ラ
ー
メ
ン
』
を

売
り
出
し
て
い
ま
す
。
小
林
さ
ん
は
こ
の
う

ち
カ
レ
ー
と
ラ
ー
メ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
「
黒
丹
シ
リ
ー
ズ
」
の
始
ま
り
と
な

っ
た
黒
丹
バ
ー
ガ
ー
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大

学
の
学
生
が
考
案
し
た
も
の
。「
初
め
て
見

た
と
き
、『
こ
ん
な
も
の
が
売
れ
る
ん
だ

ろ
う
か
』
と
疑
問
に
思
っ
た
」
と
語

る
小
林
さ
ん
。
し
か
し
、「
考
案

し
た
学
生
は
な
ぜ
、
わ
ざ
わ

ざ
黒
く
し
た
ん
だ
ろ
う
」
と

考
え
る
う
ち
に
、
次
第
に
黒

の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
い

っ
た
と
い
い
ま
す
。 

　「
一
番
大
事
な
の
は
も
ち
ろ
ん

味
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
他
店
と

の
差
別
化
が
難
し
い
。
黒
く
染
め
る
こ
と

で
、
強
く

印
象
づ
け

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

食
べ
物
を

黒
く
す
る
こ
と
に
抵

抗
は
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
と
こ
と
ん

黒
に
こ
だ
わ
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」 

　
小
林
さ
ん
の
も
う
一
つ
の
こ
だ
わ
り
は
、

地
元
食
材
を
使
う
こ
と
。
久
美
浜
町
の
生
肉

処
理
施
設
「
京
た
ん
ご
　
ぼ
た
ん
・
も
み
じ

比
治
の
里
」
か
ら
仕
入
れ
た
イ
ノ
シ
シ
と
シ

カ
の
肉
や
、
地
元
産
の
野
菜
を
メ
ニ
ュ
ー
に

ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

　「
私
た
ち
の
商
品
が
売
れ
る
こ
と
で
、
食

材
を
提
供
し
て
く
れ
た
丹
後
の
農
林
水
産
業

者
な
ど
が
潤
っ
て
く
れ
れ
ば
。
そ
れ
が
あ
じ

わ
い
の
郷
の
責
務
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

と
小
林
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。 

　
丹
後
の
黒
い
食
材
を
見
つ
け
出
し
、
日
々

試
作
を
重
ね
る
小
林
さ
ん
。「
第
４
弾
、
第
５

弾
と
、
黒
丹
シ
リ
ー
ズ
の
新
商
品
を
打
ち
出

し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。 

若者・よそ者・ばか者がまちをかえる 

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト 

ひと ・人・ ヒト ひと ・人・ ヒト 
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8
小林 邦夫 さん（51歳） 

峰山町杉谷 

こ ばやし くに お 

除雪車が取りこぼした雪などの、「ひとかき、
ふたかき除雪」へのご協力をお願いします。 除雪作業が始まります 

黒
丹
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

丹
後
あ
じ
わ
い
の
郷（
蕁
６
５-

４
１
９
３
） 

右から黒丹バーガー、黒丹猪鹿カ
レー、SANZOKU黒醤油ラーメン。
バーガーとカレーは竹炭で、ラー
メンは黒大豆醤油で黒く色を付
けてある。いずれもハーベストホ
ールで食べることができる（黒丹
バーガーのみ週末限定販売） 


